
せんだん教室は五小・九小・十小にある特別支援教室です。 

子供の「今ある力」をのばして「自信をもって」生活できるための指導・

支援をします。 

 

 

 

指導・支援をします。 

「せんだん教室」の紹介 
   

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困り感をもっている子 

読み書きが苦手なAさん 

〇曜日の午後１時間、個別に視覚

トレーニングや自分に合った方

法での学習を行います。 

人との関わりが苦手な Bさん 

△曜日の午前中２時間、小集団で

「コミュニケーション」を、個別で

振り返りの時間を取ります。 

「今ある力」をのばして「自信をもって」 

生活していくことができる子に 

 

個別の時間 

一人一人が優先的に取り組む課

題を選び、「使える力」を生かし

ながら担当と一対一や小グループ

で学ぶ力を伸ばします。 

運動の時間 

体の使い方を意識させ関節の曲

げ伸ばし、回転、高いところから

低いところへのジャンプなどの動

きを取り入れながら、身体や空間

のイメージを作ります。 

急な予定変更が苦手で相手の気持

ちを想像しにくく、困ってしまう。 
気付くことができなかった

り、いろいろ気になったり、

急に動いてしまったりする。 

一生懸命書いたり覚えたりし

ようとしても、みんなと同じ

ように上手にできない。 

家では元気に話せるのに、

学校では上手に話せない。 

＜せんだん教室＞ 

コミュニケーションの時間 

みんなで活動内容を相談したり、ゲー

ムをしたりして、楽しみながら関わる体

験をすることで、友達と関わるこつを学

び、自信を育てます。 

友達との付き合い方や自分の特性に合った学び方を獲得し、在籍学級で楽しく過ごせるように

なることを目標にしています。一人一人の成長や在籍学級での様子に応じて相談をしながら段階

的に支援を減らし、在籍学級で生活する時間を増やしていきます。 



 

＜各小学校における支援、指導の体制＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜入室の相談＞ 

入室に関する相談は在籍校が窓口になります。担任または特別支援教育コーディネーターま

で、ご相談ください。学期途中からの入室が可能ですが、以下の通り利用開始までの手続き

がありますので、入室を検討される場合は早めにご連絡ください。 

   

    申込み期間めやす ４月～１１月 

 

    

＜入室の手順＞ 

 

 

 

 

【せんだん教室の教員】 

五小・九小・十小を巡回 
連絡調整 

観察 

記録 

        特別支援教室専門員（拠点校、巡回校に１名ずつ） 

        ・在籍学級での児童の行動観察と記録 

        ・巡回指導教員、在籍学級担任等との連絡・調整 

        ・指導内容に応じた教室の整備や教材の作成 

医師診察記録（必要に応じて） 

教育相談室等にて発達検査 
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